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研究報告

BULLETIN OF EXPERIMENTAL FARM KYOTO UNIVERSITY Vol.l9 : 21 24 (2010) 

カキ‘平核無'の結果母校長の違いが果実の収益性に及ぼす影響

(第2報)

松田大・羽生悶1・黒j宰{変・楠見浩二・小諮問・北島 * 
京都大学大学院農学研究科附属農場(千 569心096 高視市八了畷町 12-1)

Effect of different bearing shoot lengths on profitability of fruit production in 

Japanese persimmon (Diospyros kaki Thumb.) cv. Hiratanenashi. II. 

Masaru Matsuda， Tsuyoshi Habu， Takashi Kurosawa， Koji KusumiラTsuyoshiKonishi and 

Akira Kitajima* 

Experimental Farm， Graduate School 0/ Agriculture， Kyoto Universiぴ

(Hatchonawate 12-1， Takatsuki， Osaka 569-0096， Japαn) 

Summary 

We investigated the effects of different bearing shoot lengths per unit area on a productivity and a profitability of 

fruit production. ln this study， number of leaves per fruit was adjusted to 20 by fruit thinning in all branches， and 

the bearing shoot lengths per unit area were adjusted to 500cm and 750C111 by pruning (hereinafter・referredto as 

500C111 and 750C111， respectively)， which would be suitable for getting constant eamings suggested by the previous 

study. LAI of 750C111 was higher than that of 500C111. The average of fruit weight of 750C111 were s111aller than that 

of 500C111 but the bud nU111ber and the fruit nU111ber in 750C111 were larger than those in 500C111. Thus， 750cm were 

1110re yields and eamings than 500C111. ln the branches with the sa111e bearing length per unit area， the average of 

fruit weight was positively correlated to the number of 1巴avesper bud， indicating that the higher nU111ber of leaves 

per bud can pr01110te the fruit enlarge111ent without decreasing the fruit number and therefore would lead to 

111CreaSl11g eaml11g. 

Key Word: Japanese persi1111110n，日iratanenashi，productivity， profitability， bearing shoot lengths 
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緒言

果樹に限らずどの作呂でも栽培農家の収入を向上さ

せることは非常に重要で、ある.カキ栽培において収益

性，つまり収入を決定するのは果実サイズ(果実重)

とi庇護果実数，そしてそれら 2つの要素からなる収量

である.これまで摘膏，摘果による果実肥大の促進に

ついての報告は多いが，収穫果実数および収量につい

ての報告は比較的少なく，収益性についてはほとんど

報告されていない.そのため摘菅や摘果そして努定と

いったカキの栽培管理が果実の生産性および収益性に

及ぼす影響についてはほとんどわかっていない.そこ

で本農場では数年前からカキの収益性を高めるための

栽培技術を確立することを目的として， ‘平移:無'を用

いたカキ栽培のl民主主性を高める果実生産モデルの構築

を試みている.前報では，単位面積当たりの結果母校

長の違いが果実の生産性民主主性に及ぼす影響につい

て調査し単位面接当たりの結果母校長を 250C111-

1000C111および無努定としたところ，結果母校長が長く

なるほどLAIは高くなり，平均果実重は小さくなるが，

着菅数，着果数および収量は増加し売り上げは高く

なることを明らかにした(松田ら 2009).今剖の研究で

2010年5月10日受理
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は，前報に引き続き諒定の影響を明らかにするため，

結果母校長を前報の結果売り上げが高く，毎年安定し

た売り上げを得ることが可能であると考えられた単位

商積当たり 500cmおよび750cmに絞り，さらに単位面

積当たりの結果母校長の影響をより明確にするために

葉果比を処理区間で揃えて，結果母校長の違いが果実

の生産性および収益性に及ぼす影響について調査した

材料および方法

2009年に当農場植栽の 19~ 37年生‘平核無， 5樹

を用い， 10本の主枝について弱体形質，果実品質およ

び収益性を調査した

樹体罷査

3月23日に主枝ごとに務話題積を測定した後，主校

ごとに諮定を行い，単位面積当たりの結果母校長が

500cmの500区， 750cmの750毘を設けた. 4月28日

および4月30日にすべての新梢に養生する花J苦数を

枝ごとに調査しその後議奮を行い，議菅後の若蒼数

を調査した.議菅基準は新梢長が5cm以下はO膏， 5cm 

~ 10cmで 15喜とし，その後 5cmごとに l膏ずつ加算

し 20cm以上はヰ菅とした.また，遅れ花については

着菅数の調査対象外とし，摘督時にすべて落とした

満開自は 5月 13日であり，生理落果がほぼ終了したと

考えられる 8月5日に着果数を主枝ごとに調査しその

後葉果比が20となるように摘果を行い摘果後の着果数

を識査した.

果実関査と収益性

10月27日に調査主枝に着生するすべての果実を収

穫し主枝ごとに A品， B品，規措外品に等級選別し

た後， A品， B品については選果機による階級選別 (3L

~ 3S)を行い，規格ごとに重量および果実数を糊定し

収量，王子均果実重を算出したその後，主技ごとに規

格ごとの果実数から売上高を算出した.この際，規格

ごとの単価は前報と向じ価格とした.

なお，葉数および葉面積は， 2006年度の調査におい

て得た回帰式，葉面積 (cm2) = 148.91x結果母校長

(cm)-351.28 (r口 0.9107)，葉数(枚)= 2.4573x結果母

校長(Cm)-11.91 (r 0.9398)を用い，結果母校長から

算出したまた，主枝ごとの結果母校長，葉数，花膏数，

着来数，収量，売り上げは単位樹冠面積当たりで比較

した.

結果および考察

1.着欝数および着果数

着菅数および着果数は調査したすべての時期におい

て750区が500区より大きい値を示し檎果後の着果数

では処理区間で有意な差が認められた(表1).前報で

も着菅数，着果数は結果母校長と高い正の栢関関係が

認められており(松田ら 2009)，本実験でも同様の傾向

が示された

一較に‘王子核無'の場合，後期落果がほとんど起き

ないため，摘果後の藩果数が奴穫果実数とほぼ等しく

なる. したがって，描果の程度，そしてその結果であ

る摘果後の藩果数が最終的な収量および売り上げに大

きく影響を及ぼす.摘果の程度のー殻的な自安は葉果

比であり，摘果後の着果数は，葉数が結果母校長から

高い精度で推定されることから(松田ら 2008)，葉果比

および結果母校長によりほぼ決定される. ‘乎核無'の

場合，葉果比は 20程度が果実サイズおよび収最の両面

で最適とされているので，本実験では両処理区ともに

葉果比を 20と設定したしかし摘果の際，目標とす

る葉巣比20に設定するためには，摘果時に十分な果実

数，つまり葉果比 20の場合の目標着果数に加え奇形果

など摘果時に落とすべき数も合めた果実数が結果枝に

着生している必要がある.摘果時の着果数，すなわち

摘果前の藩果数は結果母校長，葉菅比，生理落果の程

度により決定される.葉普比は処理区間で大きな差は

みられず， 500区では 10.5，750区では 11.9であった

(表2).このとき生理落果率は再処理区ともに 50%程

度までなら葉果比を 20に設定することが可能であるが，

500区では 9.5%，750区では 12.7%と低く，落とすべ

き奇形来などの数を考麗:に入れても摘果時に十分な数

の果実が着生していた.このことにより，両処理区と

もに葉果比 20として摘果を行うことができ，その結果

摘果後の着来数は結果母校長に比例して 750区の方が

表 1. 積三奇数および務果数の推移

処理区

500区

750 IR 
有意性1l

1) t検定で

着替数(倒1m2)

摘宮前 摘蜜後

98.4土33.1 82.8土29.5

131.0土39.6107.8土28.7

n.s. n.S 

表2. 生理落果率および業苦言上ヒ

12.7土7.9

n.S. 

1) t検定で， n.s.は有意藻なし.

着果数(倒危12)

摘泉前 摘果後

74.2土23.8 38.4土3.7

92.8土 19.4 59.0土3.1

n.s. ** 

11.9土3.0

n.S. 



500区より有意に多くなったと考えられた.

2.果実肥大

平均来実重は処理区間で有意な差は認められなかっ

たが500区が750区より約 26g大きい値を示した(表

3) .葉菅比，葉果比は処理区間で大きな差はみられな

かったが， LAIは750区が500区より有意に高い儲を示

した.このことから前報(松田ら 2009) と同様に結果

母校長が長くなるほどLAIが高くなったことが，相対

照度および光合成速度の低下につながり，その結果葉

菅比.葉果比が同程度であっても平均果実重は結果母

校長が長い 750区のほうが小さくなったと考えられた.

また同時に，果実を目標とするサイズ(果実重)にす

るためには，葉菅比，葉果比は結果母校長に応じた値

にする必要があると思われた.例えば本実験のように

単位面積当たりの結果母校長が500cm，750cmと異な

る場合，両者で同程度の平均来実重とするためには，

葉音比，葉果比は結果母校長が750cmの場合の方が

500 cmの場合よりも高い値に設定にする必要があると

考えられる.

王子均果実重と葉音比との尚に両処理区とも高い正の

相関関係が認められた(図1).同一処理庄であっても

葉菅比に主校ごとで差がみられたのは，結果枝ごとに

結果校長を基準として摘菅を行ったため， I湾じ結果母

校長でも結果枝数や各結果校の長さ，着菅数が摘奮の

基準値に満たない結果枝の数などが異なり，主校あた

りの着着数に違いが生じたと思われた.一方，葉果よヒ

は主枝ごとに結果母校長から葉数を算出し，葉果比 20

となるように摘果を行ったため，すべての主枝におい

表3. 平均果実震と薬王宮比，葉采比.LAI 

500区 750区 有意性 1)

王子均果実重 (g) 208.0土35.8 181.8土22.2 n.s 

築蜜i七 10.5土3.8 11.9土3.0 n.S 

業来比 20.4土0.6 20.7土1.0 n.s 

LAI 6.1土0.2 9.3土O岨l ** 

1) t検定で，料は 1%水準で有意主主あり.nふは有志、2をなし
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ておおむね 20となった.

収穫果実の大きさは，花菅もしくは幼呆の細胞分裂

期にあたる萌芽から開花約 1ヶ月後までに決定される

幼采の細胞数の多少によるところが大きいとされる

(松村 1996).このことから，葉奮比が高いほど細胞分

裂期に l菅もしくは l果あたりに分配される光合成産

物が多くなった結果，果実の細胞数が多くなり，細胞

肥大期に当たる摘果時に葉果比を悶じ20としても葉音

比の高い果実の方が収穫時の果実重が大きくなったと

考えられた.また平均果実重と葉音比との関に河処理

区とも高い正の相関関係が認められたことから，葉音

比を高くすることにより，両処理区とも葉果比 20のま

までも本実験結果より平均果実震を大きくすることが

可能であること，一方で葉果比を 20以下にしたとして

も平均果実重の低下を抑えることが可能であることが

示唆された今後は葉菅比，葉果比，結果母校長の3つ

の要素が平均果実重に及ぼす影響について調査する必

要がある.

3.収益性

売り上げは処理区間で有意な差は認められなかった

が.750区が500底より単位面積当たり約 325円高い憶

を示した(表4).前報においても売り上げは結果母枝

長が長くなるほど高い傾舟が示されており(松田ら

2009)，本研究でも河様の傾向となった.売り上げは収

量および王子均果実重によりおおむね決定される(松田

ら2008).収量はJ収穫果実数と平均果実重の積で表す

ことができることから，売り上げは収穫果実数および

平均果実重によりおおむね決定されると言い換えるこ

とができる.そこで収穫果実数および平均果実震につ

いて処理区間で比較すると， I1又穫果実数は 750区が500

区より有意に高い植を示したのに対し，平均果実霊は

750区が500区より約26g小さい値を示した.売り上げ

は750区の方が高かったことから，平均果実重より収

穫果実数が売り上げに大きく影響したと考えられた.

この原因として，収穫果実数が750区は 500区の約1.5

倍と多かったのに対し平均果実震は750区は500区の

約 87%とそれほど低くなかったこと，大玉果の単価が

例年より低く果実霊の売り上げへの影響が小さくなっ

たことなどが考えられる.

表4. J奴主毒性

500区 750夜 手f~性1)

売り上げ(円1m2) 1269.5土359.2 1595.8土260.0 n.s. 

収最 (kg/m2) 7.7土1.5 10.4土1.1 * 
平均来実主主(g) 208.0土35.8 181.8土22.2 n.s 

収穫果実数(綴1m') 36.9土3.4 57.3土3.5 *場を

1) t検定で，村は 1%水準で*は 5%水準で有意笈あり.

n.S.は有意援なし
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4. まとめ

本研究の結果，毎年安定した売り上げを得ることが

可能であり，さらに売り上げが最も高くなる単位面積

当たりの結果母校長は，葉果比を 20とした場合，

750cmであると考えられた しかし平均果実重と葉

藷比との間に高い正の相関関係が認められたことから，

詞じ結果母校長でも，葉膏比を高くすることによって

葉来比を高めることなく(収穫果実数を減少させるこ

となく)，平均果実重を高められる可能性があること，

さらに，葉菅比を高めて葉果比を下げれば平均果実重

の低下を抑えつつ収穫果実数を増やせる可能性がある

ことが示唆された.このことは，葉菅比，葉果比を調

節することによって本実験結果よりも詞処理区ともに

売り上げを高められること示している.したがって，

今後は売り上げを高める上で最適な結果母校長，葉奮

比，葉果比の組み合わせについて調査する必要がある.

摘饗

カキ栽培の収益性を高める果実生産モデルを構築す

ることを目標とし本実験ではその基礎として，前報

に引き続き単位面積さきたりの結果母校長の違いが果実

の生産性および収益性に及ぼす影響について検討した.

なお，結果母校長は前報の結果売り上げが高く，毎年

安定した売り上げを存ることが可龍であると考えられ

た単位面積当たり 500cmおよび750cmに絞り，さらに

結果母校長の影響をより明確にするために葉果比を 20

として処理区間で揃えて調査を行った.その結果，前

報と同様に単泣面積当たりの結果母校長が750cmの方

がLAIは高く，王子均果実重は小さい傾向がみられたも

のの，着替数，着果数および収穫果実数は多く，その結

果収量は高くなり，売り上げも高くなる傾向がみられ

た また，結果母校長が荷程度の場合において，平均果

実重と葉欝比との関に高い正の相関関係が認められた

ことから，葉菅詑を高めることにより収穫果実数を減

少させることなく果実服大を促進し，売り上げが向上

することが示唆された.

キーワードカキ，平核無，生産性，収益性，結果母

校長
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